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を
描
く
者
も
た
だ
ひ
た
す
ら
紙
と
ハ
リ
ガ
ネ

に
向
か
い
合
っ
た
。

も
う
一
つ
は「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
呼
ば

れ
る
産
学
連
携
活
動
。
行
政
や
企
業
か
ら
依

頼
さ
れ
た
商
品
企
画
や
課
題
解
決
を
、
数
カ

月
か
け
て
１
年
生
が
中
心
に
行
う
。
こ
れ
に

は
約
半
数
の
学
生
が
主
体
的
に
参
加
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
翌
年

「
教
育
Ｇ
Ｐ（
質
の
高
い
大
学
教
育
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
）」に
採
択
さ
れ
た
。
そ
し
て
成

果
は
彼
ら
が
卒
業
す
る
４
年
後
に
表
れ
た
。

週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
誌
は「
正
味
の
就
職

率
前
年
度
増
加
率（
学
生
数
２
０
０
０
人

以
上
の
大
学
）」の
全
国
１
位
に
本
学
を
挙

げ
た（
２
０
１
１
年
12
／
10
号
41
ペ
ー
ジ
）。

こ
う
し
て
進
路
指
導
の
土
台
が
で
き
あ
が
っ

た
。

３　

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
強
化

次
に
私
た
ち
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
の
強
化
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
所
属
の
専
任
職
員
全
員
に
標
準
レ
ベ

ル（
管
理
職
は
熟
練
レ
ベ
ル
）の
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
資
格
試
験
合
格
を
課
し
実

現
し
た
。
人
事
異
動
が
あ
る
の
で
無
駄
な
よ

う
だ
が
、
異
動
先
で
も
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
ス
キ
ル
は
有
用
だ
と
の
判
断
が
働
い

た
。
ま
た
保
健
セ
ン
タ
ー
と
協
働
し
て
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
行
え
る
よ
う
組
織

連
携
し
た
。

こ
う
し
て
直
接
支
援
体
制
を
整
え
た
上

で
、
キ
ャ
リ
ア
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
教

養
科
目
担
当
教
員
と
私
た
ち
、
教
職
共
同
で

行
っ
た
。「
キ
ャ
リ
ア
教
育
専
門
人
材
育
成

事
業
」（
厚
生
労
働
省
委
託
）プ
ロ
グ
ラ
ム
や

Ｒ
Ｃ
Ｃ
就
職
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
チ
ェ
ッ
ク
を
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
内
で
取
り
入
れ
る
な
ど
ブ
ラ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
現
在
で
は
全
１
年
生
が

１
０
０
人
を
越
え
る
社
会
人
と
対
話
し
続
け

る「
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
研
究
」、
２
年
次
に
は

履
修
必
修
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型

キ
ャ
リ
ア
科
目
、
各
学
科
専
門
科
目
内
で
の

「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
研
究
」、
３
年
次

に
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
連
動
型
科
目
や
Ｓ

Ｐ
Ｉ
対
策
科
目
を
置
く
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
授

業
の
合
計
開
講
コ
マ
数
は
30
を
越
え
た
。

ま
た
、
全
３
年
生
が
７
月
に
こ
れ
ま
で
の

制
作
物
な
ど
を
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
小
冊
子
に
ま

と
め
、
そ
の
約
８
０
０
枚
を
一
面
に
敷
き
詰

め
展
示
す
る「
わ
た
し
の
ア
ー
カ
イ
ブ
展
」

を
、
全
13
学
科
と
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
が
共
催
。
学
長（
尾
池
和
夫
）
発
案

の「
マ
ン
ガ
履
歴
書
展
」と
合
わ
せ
、
芸
術

制
作
と
就
活
を
直
結
さ
せ
る
試
み
を
定
着
さ

せ
た
。
一
方
で「
担
当
制
」に
よ
る
全
専
任

教
員
に
よ
る
進
路
指
導
が
制
度
化
さ
れ
る
な

ど
、
教
職
共
同
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
リ
ア

支
援
が
実
り
、２
０
１
０
年
に
55
・
２
％
だ
っ

た
進
路
決
定
率（（
就
職+

進
学
）／
卒
業
生
）

は
２
０
１
７
年
３
月
卒
業
生
で
89
・
７
％
と

な
っ
た
。
同
年
４
月
入
学
の
志
願
者
も
増
加

に
転
じ
た
。

今
後
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
熱
心
に
取
り
組

む
教
授
陣
と
と
も
に
、
学
生
支
援
に
よ
り
一

層
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

１　

減
少
す
る
美
術
系
志
願
者

「
美
術
は
、
募
集
定
員
は
大
き
く
変
わ
ら

な
い
も
の
の
志
願
者
を
減
じ
続
け
て
い
た

が
、
撤
退
期
に
転
じ
た
」
リ
ク
ル
ー
ト
社

発
行
の
雑
誌「
カ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

（
２
０
１
５
年
１
９
０
号
13
ペ
ー
ジ
）は
そ

う
記
述
し
て
い
る
。

同
誌
に
よ
る
と
美
術
系
統
志
願
者
は

１
９
９
６
年
か
ら
２
０
１
２
年
の
16
年
間
で

約
４
万
人
か
ら
約
１
万
６
０
０
０
人
に
60
％

程
度
減
少
し
た
。理
由
は
さ
ま
ざ
ま
だ
ろ
う
。

少
子
化
、
中
等
教
育
に
お
け
る「
美
術
」の

時
間
の
減
少
等
々
。
し
か
し
本
学
は
こ
の
状

況
と
向
き
合
い
続
け
る
な
か
で
、
原
因
の
重

要
な
一
つ
は「
出
口
が
な
い
こ
と
」だ
と
考

え
た
。
２
０
０
５
年
頃
の
こ
と
だ
。

２　

創
造
力
と
人
間
力

２
０
０
７
年
４
月
、
本
学
は
、
教
育
目
標

で
あ
る
育
成
す
る
人
材
像
と
し
て「
創
造
力
」

に
加
え
て「『
人
間
力
』を
備
え
る
こ
と
」を

掲
げ
た
。
そ
し
て
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
力
点

を
初
年
時
教
育
に
置
い
た
。
進
路
指
導
の
強

化
で
あ
れ
ば
３
～
４
年
次
に
手
を
つ
け
る
べ

き
だ
が
、
そ
の
程
度
の
て
こ
入
れ
で
解
決
す

る
問
題
だ
と
は
考
え
な
か
っ
た
。
当
時
卒
業

時
点
で
半
数
近
く
が
ニ
ー
ト
、
フ
リ
ー
タ
ー

と
い
う
実
情
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

施
策
は
二
つ
。
一
つ
は
夏
休
み
に
１
年
生

全
員
が
シ
ャ
ッ
フ
ル
さ
れ
た
小
グ
ル
ー
プ
単

位
で
巨
大
な「
ね
ぶ
た
」を
作
る
、
と
い
う

も
の（
写
真
右
）。
絵
を
描
く
者
も
マ
ン
ガ
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